
オーストラリア先住民の遺骨返還
大学や政府の対応は

編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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25日（金）＝オピニオン面

日本には、朝鮮半島にルー
ツを持つ「在日コリアン」
と呼ばれる人たちがいます。
戦後80年を経た今では、日
本で生まれ日本で学んだ人
が大部分で、日韓の間で自
身のアイデンティティーに
ついて悩みを抱えがち。そ

んな「在日コリアン3世」
の１人、金志尚記者＝写真
＝が、６月まで１年間、韓
国に留学しました。自身に
とって韓国は「祖国」でも
「外国」でもないと語る金
記者が、ソウルで体験し感
じたことをつづります。

22日（火）＝夕刊２面

24日（木）＝４面

在日３世 韓国留学で感じたこと

拉致被害者の蓮池薫さ
んが怒りを胸に秘め、新
刊「日本人拉致」（岩波
新書）で知られざる北朝
鮮工作機関の実態を明か
しました。2002年に帰国
するまで24年間、かの地

で暮らした蓮池さん。
「いつか、全てを語りま
すか？」。そう問いなが
ら取材を続けてきた鈴木
琢磨・客員編集委員が、
久々のインタビューで真
意に迫ります。

蓮池薫さんが明かす北朝鮮工作機関

20
日

＝
く
ら
し
ナ
ビ
面

（日）

急
激
に
進
化
す
る
生
成
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
が
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
が
学

習
す
る
過
程
で
、
新
聞
や
通
信

各
社
の
記
事
を
ネ
ッ
ト
上
か
ら

無
秩
序
に
収
集
す
る
一
方
、
著

作
権
者
の
権
利
保
護
に
関
す
る

議
論
は
不
十
分
な
ま
ま
で
す
。

知
的
財
産
の
タ
ダ
乗
り
と
も
言

え
る
現
状
と
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
、
国
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
事

情
に
詳
し
い
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
家
、
下
山
進
氏
＝
写
真
＝

に
聞
き
ま
し
た
。

生
成
Ａ
Ｉ
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

東京大と京都大、国
立科学博物館が６月、
研究目的で長年収集・
保管してきたオースト
ラリアの先住民の遺骨
を約１世紀ぶりに返還
しました。植民地主義
を背景に発展した学問
への反省や償いから、

先住民遺骨の返還は国
際的な流れになってい
ます。その点で、日本
の大学や政府の対応は
どうだったのでしょう
か。今回の返還に関
わった先住民の代表や、
この問題に詳しい研究
者に聞きました。 先住民遺骨の返還式典が行われたオーストラリア大使館
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